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この度、浜川通信No.015が出来上がりましたので、お届けさせて頂きました。
皆様からのご意見等ございましたら、何なりとお寄せ下さい。

市報などを活用し、追加募集を行っています。今後は雇用体系の見直し等、学
校現場にとって有効活用できるよう検討し、放課後の居場所作りが不十分とな
らないよう、留守家庭児童育成室や太陽の広場とも一層連携致します。

読書支援活動者について

昨年12月議会で拡充を要望し、今年度より、年間の勤務期間、一日の勤務時間、時給が
拡充されました。にもかかわらず、現在も多くの小学校が２校掛け持ちの状態である。
どう分析しているのか？

議 会 質 問 特 集 号

ICT機器を導入した教育環境整備について

問

答

年間所得を確認すると104万4000円。扶養手当の最初の壁と言われる103万円を僅かに
超え、社会保険の加入義務も生じている。このような雇用形態を早急に是正すべきでは
ないか？

読書活動支援者に負担増とならないよう、今後改善に向けて検討します。答

問

ICT機器を導入した教育は、児童・生徒の興味も増し学習意欲向上にもつながる。また、
近年負担が増大している教員への負担軽減にもつながる。積極的に導入・整備すべきで
はないか？

本市では、全小中学校にPC教室を設置し、校内LANを整備しています。各校に
はPCや電子黒板機能付きプロジェクタを配備しています。今後も、環境整備
に関して、関係部局と連携して参ります。

ICT機器の導入は未来を見据えた教育環境の整備です。そのための第一歩として、校務
用PCの整備が急務ではないか？

近隣市では100％を超えていますが、本市では36.8%です。校務用PCの一人一
台配備を含めたICT機器の整備を進めていきたいと考えております。

ICT機器の導入は、支援を必要とする児童・生徒にこそ有効ではないか。特に不登校児
の学習遅れを防ぐ意味でも整備すべき。また、クリニックの医師から「光の森」「学び
の森」を勧められている場合、参加できるようにすべきではないか？

随時、PC室等のICT機器が整備された教室を活用する場合もあります。
今後も他市の先進的な取組等を参考にして参ります。また、「光の森」
「学びの森」に関しては、特別な支援を要する児童・生徒に対応する体
制が確保できないために、受け入れが困難な状況です。

問

問

問

答

答
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留守家庭児童育成室の民間委託について

JR吹田駅北口の自転車駐車場整備について

事業者への周知が遅かったことが２か所となった原因と考えており、早い時
期から計画の案内を行っています。また、対象事業者を近隣他市まで広げ、
多く応募してもらえるようにしました。平成３０年度までに１２カ所の民間
委託を進める予定です。

本年４月から新たに５か所民間委託の予定だったが、２か所となった。改善内容と今後
の計画を示してほしい。問

答

市営と違い、午後７時までの延長保育の実現や主任指導員を配置して責任体
制や連絡体制の明確化、おやつを業務として位置づけ保護者会に負担をかけ
ずにおやつの提供が出来ること、また、事業者独自の特徴を活かした取り組
みも期待できると考えてます。

答

問 民間に委託するメリットは何があるのか？

JR吹田駅北口は慢性的に路上への駐輪が発生している。昨年
７月議会での「総合的自転車対策事業（自転車駐車場）」計
上後の経緯と今後の計画は何か？

土地所有者との協議を行い、条件等最終の詰
めの段階です。工事に関しては、設計にあ
たっての関係機関と協議中で、早期に自転車
駐車場が開設できるよう取り組んで参ります。

問

答

今議会に年限拡大を上限拡大を提案しているが、対象児童数増加に伴い、待機児を発生
させない取り組みを示せ。また、適正な環境での保育実施を行うため及び保育の質確保
のための取り組みをそれぞれ示せ。

学校から特別支援教室の時間借りやプレハブの設置等、施設の確保と整備を
進めたいと考えてます。委託を進める留守家庭児童育成室については、この
ような状況は生じないと考えてます。適正な環境で児童を受け入れ、保育が
行えるよう関係部局が連携し、施設整備の計画を進めます。質の確保につい
ては、国が定めている基準要件も加え、対象者拡大により指導員の確保を
図って参りたいと考えております

問

答

介護職確保の取り組みについて

問 介護離職を減らす取り組みは、今後の高齢化社会を考えた時に重要な取り組
みです。昨年度末、厚生労働省の補正予算で募集した介護ロボット支援事業の状
況についてお示し下さい。

答 介護ロボット導入支援特別事業につきましては、市内の介護サービス事業
所から44件申請がありました。今後、国の動向を確認でき次第、迅速に対応し
てまいりたいと考えております。

上記質問を、本年５月定例会で個人質問を致しました。
９月定例会におきまして、「介護ロボット等導入支援補助金」
として
約1400万円が計上されました！


